
かかわる もとめる はたす かかわる もとめる はたす かかわる もとめる はたす かかわる もとめる はたす かかわる もとめる はたす

国語 ○ 〇 ○ 地理歴史 ○ ○ 公民 ○ ○ ○ ○ 理科 ○ ○ ◎

保健体育 ○ ○ ○ 芸術 ○ ○ ○ 外国語 ○ ○ ◎ ○ ○ 情報 ○ ○ ◎

かかわる もとめる はたす

◎ ○

○ ◎

○ ○ ◎

○ ○ ◎

時数 かかわる もとめる はたす

2 ◎

2 ◎

1 ○ ◎

7 ○ ◎

2 ◎

2 ○

1 ○

2 ○ ○

２
年 2 ◎

1 〇

1 ○ ◎

2 ○ ○

2 ◎

2 ○ ◎

5 ○ ◎ ○
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進路comⅤ
１年間の学習について振り返り、今後の学習
のあり方について考えさせ、学習成績向上に
向けての講義を行う。

特別活動 ２月

総合的な探究の
時間（ＳＳ探究Ⅰ）

６月

大崎耕土フィールドワーク事前学習
大崎耕土を基調とする講演を聞き、地域への
興味関心を喚起し、課題設定力を養う。

総合的な探究の
時間（ＳＳ探究Ⅰ）

④　学習と部活動の両立

３
年

指導教科等 実施時期

進路comⅡ
グローバル化する世界の中で、どのように社
会貢献し、その中で自分のキャリアをどう積み
上げていくかを考える機会とする。

特別活動 ７月

指導内容 ねらい

３
年

進路comⅣ

進学や就職などについて具体的に考えること
により、将来豊かな人生をよりよく過ごすため
に、今しなければならないことを深く考える機
会とする。

特別活動 11月

１
年

進路comⅢ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ
入試制度の確認や志望校及び併願校決定に
ついてのアドバイスを行う。合格体験講話で
は、後輩へ有益な情報を提供する。

特別活動 6･7･9･11月

進路comⅥ(合格体験講話)
大学で学ぶ先輩や大学合格者の話を聞き、
進路について考えを深め、進路目標設定の参
考にする。

特別活動 ３月

進路comⅣ(合格体験講話)

外部講師を招き、学習時間確保や学習方法につ
いて振り返り、次年度に向けて進路意識を高め、
具体的な行動への機会とする。

進路comⅠ

進路comⅢ

大学で学ぶ先輩や大学合格者の話を聞き、
進路について考えを深め、進路目標設定の参
考にする。

３月

修学旅行が終了し、３年生０学期として受験生
としての自覚を持ち、希望進路に向けて本格
的に取り組んでいく機会にキャリア意識を醸
成する。

特別活動 12月

進路comⅢ

進路comⅠ･Ⅱ

特別活動 10月

卒業後の進路について理解させ、多様な進路
希望に応じた適切な文理選択・科目選択につ
いて確認する。

特別活動 ５月

　　　令和８年度　古川黎明高等学校　「志教育」年間指導計画

３つの視点

各
教
科
指
導
目
標

数学

話すこと、聞くこと、書くこと、読むこと
の言語活動を通して、言語文化への
関心を高め、言葉で伝え合う力や思
考力・洞察力を磨き、自身の価値観
を広げ、新しいものの見方を獲得し、
自己を高め続ける態度・能力を養う。

国や地域が抱える諸課題を、歴史的
背景や地理的条件等から総合的に
考察することで、歴史的思考力や地
理的な見方・考え方を培い、国際社
会において主体的に生きる日本国民
としての自覚と資質を養う。

めまぐるしく変化する現代社会におい
て、人間としての在り方や生き方につ
いての自覚を促し、平和で民主的な
国家・社会の有為な形成者である市
民として必要な知識・スキル・価値観
を養う。

事象を数学的論拠に基づいて考察し、論
理的に判断し、説明する力を高めること
を通して、実生活に数学を積極的に活用
する能力や姿勢、及び学習をしようとす
る態度を育てる。

自然や事物・現象に対する関心を高
め、科学的探究活動を実践し、科学的
な自然観を育成することによって、生命
を尊重し、自然環境の保全に寄与する
態度や真理を研究する態度を育てる。

家庭

運動の実践を通して、公正・協力・責
任・参画への意欲を育てるとともに、
健康・安全について理解することを通
じて、健康の大切さを知り、生涯を通
じて自らの健康を適切に管理し、実
践するための資質や能力を育てる。

芸術の幅広い活動を通して、芸術に
おける見方・考え方を働かせ、生活
や社会の中の芸術や芸術文化と豊
かに関わるための技能、表現力、味
わう力、愛好する心情、感性、態度、
豊かな情操といった資質・能力を育
成する。

外国語学習を通して自分の考えを分
かりやすく伝える力、相手の立場や
文化的背景・考えの違いを、お互い
認め合いながらコミュニケーションを
図る力を育てることで、広い視野や国
際感覚、国際協調の精神を備えた人
材を育成する。

家族・福祉に関連する他者との関わり
方、衣食住等の知識と技術を実験・実習
などの体験活動を通して習得し、自立し
た消費者として消費生活の知識を身につ
け、生涯を見通した生活の充実向上を図
る能力と社会に主体的に関わる実践的
な態度を育成する。

情報に関する科学的な見方や考え方を
養い、それらが果たす役割や影響を理
解させることによって、情報社会で適正
な活動を行うために基になる考え方を
身に付けさせ、情報社会に参画する態
度を育てる。

〇生徒一人一人が自立して互いを尊重し、安心して学べる学年・学級づくりをするとともに、　集団の一
員としての責任を果たしながら共に高め合う意識を育成する。
〇高校生活のあらゆる学習活動や学校行事、部活動に自主的・主体的に取り組み、他者と協調しなが
ら充実感と達成感を得つつ人間力を高めようとする姿勢を育成する。
〇主体的に自分の将来像を意識しながら明確な進路目標を設定させ、その実現に向けて必要な学習
活動・キャリア活動に励む姿勢を育成するとともに、確かな学力を身に付けさせる。

特別活動 ５月

１
年

〇 自分の生き方と将来の進路について具体的に考え、目標の達成に向かって努力する姿勢を育む。
〇 高校生活のサイクルに慣れ、心身ともに健康な日々が送れるよう、基本的生活習慣の確立を図る。
〇学習や部活動、学校行事などを通して、互いを認め合い、仲間と協力し合いながら調整力や対応
力、コミュニケーション能力を養う。
〇 早い段階で自らの学習スタイルと学習習慣の確立を図るとともに、進路を見据えて学習に取り組む
姿勢を身につける。②　黎明生としての誇りある身だしなみ

５月

大崎耕土フィールドワーク
大崎耕土を題材に地域に存在する課題を見
つけ、その課題について研究を推進する。

学年共通 各学年指導目標

指
導
内
容

①　黎明生としての誇りをもった挨拶

進路comⅠ
進路希望と科目選択について、進路希望先の
学部学科の内容と受験科目の確認、最新の
入試情報や受験生になる心構えなどを知る。

③　校舎内外の美化意識の向上
２
年

〇生徒一人一人が基本的生活習慣を確立させ、自立して互いを尊重し、安心して学べる学年・学級づく
りをする。
〇学習活動や学校行事、部活動に自主的・主体的に取り組み、他者と協調しながら人間力を高めよう
とする姿勢を育成する。
〇自分の生き方や進路について主体的に考え、目標を具体化させてその実現のために学習活動・キャ
リア活動に励む姿勢を育成する。

進路comⅡ

これまでの学習法を振り返り、夏季以降の学
習計画について考えさせる。また、オープン
キャンパスへの参加について考えさせ、積極
的な参加を促す。

特別活動 ５月

合計時数

入試制度についてのガイダンスと昨年度の入
試結果から、各自の希望進路について確認す
る。

特別活動 ４・５月

進路comⅤ
進路別(大学･看護医療系進学･専門学校･就
職)にガイダンスを行い、今後の取り組みにつ
いて確認する。

特別活動

特別活動 ３月


